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動物と私

・・・・・・・・•－

浜口哲一

私は「御専門はなん

ですか？」という質問

が苦手である。一般の

人なら、「博物館で動植

物を担当していますJ

と答えれば納得しても

らえるのだが、 生物畑

の人からは「一番の専

門は昆虫ですか、日甫乳

類ですか」などと必ず

追求されてしまう。「そんなこと言われたって、 虫も

好きだし、カエルも面白そうだし、植物もおおいに

興味があるし、だから博物館で仕事をしてるのさ・・・

1 とは、私の心の中の陰の声である。

そんな私だが、 何 が一番好きかと聞かれれば、や

はり野鳥かなと思 う。その最大の理由は、野鳥に会

いにフィ ールドへ出る時が一番気分がのびのびとす

るからである。昆虫や植物の観察をする時は、どち

らかというと、視線を下に向けながら歩くことが多

い。ところが烏を見る目はいつも、梢や空そしては

るか前方に向かい、風景の広がりの中で、めざす烏

を探している。おおらかな気分の由縁はその辺にあ

るのではないかと思っている。

私が野鳥観察の手ほどきを受けたのは、比較的遅

くて、大学生の時だった。当時、東京湾の江戸川の

河口にある新浜と呼ばれる渡り鳥の多い干潟に埋め

立ての危機が迫っていた。新浜を守る会が結成され、

大学生や高校生を中心とした若いメンバーが東奔西

走して、保護運動に打ち込んでいた。その会に参加

を誘われたのが、私の野鳥歴のスター トだった。

初めて訪れた新浜で私はそれまで見たこともなか

ったさ まざまな鳥と出会うことができた。 レースの

ような飾り羽をまとい緑色の目先をしたダイサギ、
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白い額をした小太りのオオパンなど、その時の鳥遠

の姿は、今も鮮明に脳裏に焼きついている。

新浜で始まった私の里子鳥とのつきあいは、始めの

一歩から、鳥遠の生きる場 を守ることと結びついて

いた。高石友也の歌う「鳥遠の飛ぶ空を残しておい

てやれるだろうか、父さんは…・・・」 というフレーズ

は、常に私の頭に去来している。

十年ほど前、平塚の博物館で仕事をするようにな

った時、まずぶつかったのが相＋美川という 川の河口

にある干潟の保諮問題だった。そこは、 面積が 5ヘ

クタールほとeの小さな干潟だが、シギやチドリの姿

が多く 、なにより近くで観察できることが魅力的な

場所だった。岸辺に座ってじっとしていると、ほん

の 2、 3メートル先をハマシギやキョ ウジョシギが

ちょこちょこ歩いて行くのである。

仲間と守る会を作って活動を始め、採鳥会、写真

展、県や国への陳情、現地での定期的な調査 などに

取り組んで、きた。振り返えれば十年間、我ながらまあ

まあ頑張ってきたかなと思えるこの頃だが、会の活

動の甲斐あってか、干潟は何度かの消滅の危機をま

ぬがれ、今年も渡り鳥を迎えている。

こうした活動に参加していると、誰しも疲れて嫌

になることがあるものである。鳥を気楽に見ている

だけだ‘ったらどんなにいいだろうと｛可度思ったかし

れない。そんな時に私を励ましてくれたのは、「鳥遠

の生 きる場が守られることこそ大事なのだ」とい う

思いであった。鳥の調査をして論文を書くことも必

要だが、論文や標本が残っても肝心の、烏の俵む自

然が無くな ってしまったら、なんにもならないでは

ないか。 自然を守るためにできる事があるなら、そ

れを遊けて通らないようにしよう。それが私の動物

とのつきあいの大前提である。

里子生の鳥や猷や虫i支が生きる場である自然を守る、

そのことをまっすぐに考えていきたいと思う。

（平塚市博物館学芸員）

表紙の写 真 説明

“カケス”（Garrulusglandarius) 

日本では本州、四園、九州に分布しており、

鳴声はジェーイ γ、ジェーイッととても美声と

いいがたいのですが、羽色は頭頂の白と黒のま

だらや翼の基昔日の藍色などの目立つ美しい鳥で

す。 （撮影 ：宮下実）
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: “ショウガラゴに新顔2つ” : 
* 告・

: 昨年にひき続きショウガラ ゴ が生まれました シ 言
？？ ョウガラゴは原始的 な猿の仲 間です。普通 1～ 3頭 ？？ 

品の子供を約4ヶ 月 の 妊 娠 期 間 で 生 み ま す が、 昨年は 会

: 1頭、今年は 2頭の出 産でした。写真は26日齢時で、3
3右側 2頭が子供です。 （撮影：森本新IJ) : 

谷 会
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動扮園グラフ
「このツルなんだ？」

世界中には15種類のツルがいます。天王寺動物園

ではそのうち 7種類を見ることができます。

さて、今回はその 7種のツルのア ップの写真を集め

てみました。ヒントを参考に何というツルか考えて

みて下さい。 （撮影 ：榊原安昭）

（答は左下）

① 員も分布の広いツルで、日本でも、九州で少
数が越冬することがあります。

② 日本を代表するツルで、北海道で留鳥として
見られる他に中園、ソビエ卜、朝鮮半島でも
見られます。

9 . 1 0月の動物園日記

9 I 11. オオ〆ルのオスが足の関節をいためたらし

く治療をはじめま した。

カンムリウズラ舎の土の中に寄生虫の卵が

認められるため、 土 を捨て舎内を消毒 しま

した。

9 I 13. シマウマの定期駆虫を行ないました。
卜ラのメス “ミン，， と

7車で、8月始めよりJ台t目tをはじめ室内に隔由監

していましたが、ほとんどよくな ったため

屋外運動場に放飼し オスと同居させました。

9 I 15.今年生まれのフクロギツネの子供 （メス）

とその母親は、展示せず別室にて隔離飼育

③ シベリアや中国東北部で繁殖し、朝鮮半島や ' ’ 
九州で越冬します。 』 ¥ 

11よ・「l マペ年ロ＂ ~乙半 ① 介「よ・5』口j::ll（② 11 （.・「，，ι午』と＊ ⑤
11 ［..‘主主 ① 4「よ・4と① yE壬ぺ6① 11 ［.‘ロヰ ①

していましたが、本日展示室へこの 2頭を

戻し、昨年生まれのオスの子供 と同居させ

たところ、母親が非常に攻撃的になったた

め、母親のみをまた隔離室に戻し子供2頭

の展示としました。

9 I 16. キーウィ、ハリモグラ、ハリネズミの体重

測定を行いま した。

9 I 19.定例飼育研究会を聞 きました。

9 I 20.シマウ7 のノ リコの出産が近いようです。

動物愛護週間 （26日まで）が始まり、圏内

では無料動物相談 が当園獣医師と開業獣医

師によって行われました。

9 I 21.第17回動物のお話とスライドの会「野生烏

猷のお言舌」 を r.~Hli しました。
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④パキスヲンから東南アジアにかけて分布して
いる全長約152聞の大きなツルです。

⑤ エチオピア、南アフリカに分布する大型のツ
ルで、 くちぱしのつけ根のいぽ状の突起が特
徴的です。

ニホンジカのふくろ角の皮が完全にむけ落

ちました。

9 I 23. 動物総合感謝祭が行われ、動物代表として、

チ ンパンジーのオスの “リ ッキー” ( 3歳）

とメスの “ミナミ ” ( 2歳）が参加 しまし

た。

9 I 26. ツキノワグマのメスはIJ要のあたりがと ても

かゆそうで、そのため毛も短くなってきて

いるため、麻酔を施し検査 をしました。

動物愛護週間が終了しました。

9 I 27. 北図の池で飼育されているコイに、ウ オジ

ラミが寄生したので駆虫しました。

ジャガーの発情促進のため、ビタミン剤の

⑥ 南部アフリカの草原に生息する全身グレーの
美しいツルで、尾より長い三列風切羽が特徴
的です。

⑦ 酉アフリカおよび東7フリカ、南アフリカに
分布するツルで後頭部の黄色い羽冠がこの名
の由来です。

投与を始めました。

9 I 28.小鳥舎の暖房を開始しました。

9 I 29.近畿地区動物園獣医師勉強会を聞きました。

10／ト ボイラーの火入れ式が行われ、動物を代表

してチンパ ンジー“リ ッキー”が出席しボ

イラーに点火しました。

io I z.ツキノワ グマが交尾しま した。

トラのオス“ベータ ー”とメス“ミン”が

交尾しました。

10 I 8 シマウマ放飼場の土の回虫卵検査を実施 し

ました。

近畿地区タ ンチョ ウ会議に出席しました。
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ワライカワセミの飼育と繁殖
なきごえ22(11),1986 

§ はじめに

秋ともなると動物園を見学に来る幼稚園や保育所

の子供たちで毎日が大にぎわいです。そんな子供た

ちがワラ イカワセミ の前に来ると 「わーっ、おもし

ろい店長した鳥や．ゲ」と大声で叫んで学名札を見て「こ

れがワライカワセミかH」と言い、その後はみんな

で川ワライカワセミに話すなよ～川と大合唱が

始まります。今回は、名前は知っていても姿を知る

人が少な p鳥、嶋芦が人の笑い声に似ていると知っ

ていても実際にどんなI＼鳥声で鴫くのかあまり知られ

でいないワライカワセミの話を進めていきたいと思

います。

§ 飼育経過

昭和54年 6月にオーストラリアのメルボルン市と

大阪市との姉妹都市提携を記念して 2羽のワライカ

ワセミがH曽られてきました。ワライカワセミはオス、

メスの区別が外見では判断できません。当初ペア

だと思っていた 2羽が両方とも産卵したのでメスだ

と分かりました。 そこで新たに 2羽のワライカワ

セミを購入し同居させました。その後、染色体によ

ってオス、メスの判定をしま した。 （表 1参照、以

下記号を使用します。）

表 1

入国日 ｛ 固 体 記 号

s .54 .6.29 A（メス） B（メス）

s .56.8.12 C（オス） D（メス）

4羽を同居し間もなく 、Dが気性があらく、他の

3羽と折り合いが惑いため、別ケージに移動しまし

た。その後、毎年産卵は確認されていましたが、 一

向に有精卵が得られずにいました。 A ・B ・Dがメ

スだというのは産卵を確認しているので判断できる

のですが、果たしてCがオスか？ということになる

と、多少の疑問もありました。そこで昭和59年に、

行川アイランドのオスと Dを交換してもらいました。

そして、このオスをカゴに入れそれをケージ内に遣

いて先住の 3:f;Jと見合いをさせました。 しかし、し

ばらくするとこのオスはカゴの外から次々と他の 3

羽からの攻撃を受け、結局数週間後に内出血がひど

く死亡してしまい、この見合いは失敗に終わりまし

た。その後、見合いをさせる機会はまだありません

が、f也の動物と同械に、同居させる際には相性をよ

く観察しながら慎重に行なう必要があるようです。

このオスの同居失敗後急にA ・B・ Cの問で闘争

が始まり、 Bを別ケージに移動しました。結果とし

てAとCのぺア とな ったわけですが、翌60年には

交尾 ・産卵と確認されましたが有精卵は得られませ

んでした。

飼料として、主にマウスを与えています。一円お

よそ 2～ 3匹を食べます。 その他にはドジョウを少

し大きめの容器に入れて自由に食べることができる

ようにしています。そのf也にはへピ、 トカゲ、コオ

ロギ、ミ ールワーム等もよろこんで食べます。また

昨年よりビタ ミン剤を 1日あ・きに与えています。

§ ぺアリ ンクへの経過

前述のとおり A ・B・ Cの間で闘争が始ま ったの

ですが、ワライカワセミの攻撃というのは、その大

きなくちばしで相手にまずタックル（？）するか、く

ちばしで噛むかのどちらかしかありません。足はあ

まり強くないので・蹴ったり、また裂でたたくような

こともありません。しかし、あの大きなくちぱしの

急降下攻撃や、マウスの頭をつぶす位強力な力を持

つくちばしで噛みつかれたらたま ったものではあり

ません。闘争も狭いケージの中で逃げ場がなければ

表 2

／＼ 
殺されるという事もありうるので、大変やっかいな

事なのです。幸い、この時の闘争はさほど大したも

のでもなく大事には至りませんでしたが、見ている

と表 2のようなパタ ーンがありました。矢印の向き

が攻撃をしかけている向きで、 CはBに対し攻撃を

して順位もどうやら Cの方が上のようです。同様に

BはAより順位が上のようでした。この様に順位は

ハ yキリと決まっているのですが、闘争はおさまら

ずにくり返されていたために争いのないCとAを残

してBを別ケージに移しました。 “災い転じて福と

なす”とでも言えばいいのか、これが結果的には今

回繁殖に成功したベアとなったわけです。

§ 自然ふ化記録

1986年 4月13日の朝からメスが巣の中に入って抱

卵 していました。巣材は｛可もなくワラ、枯葉、羽毛
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巣箱と外の横子をうかがうメス

などを入れてもすぐに出してしまいました。その後14、

17日と計 3卯の抱卵を始めました。

抱卵は主にメスがしますが、オスも交代して参加

します。 どちらかが抱卵している問もう 1羽の方は

見通しのよい校にとまり、あたりの様子をうかがっ

ていました。抱卵時間はメスの方が少し長い程度で

すが、ふ化2～ 3目前にはメスのみが抱卵していま

した。

5月10日にふ化を確認しました。ふ化直後のヒナ

は全長 5cmくらいで体羽もなく目も閉じていて、親

に似ているところといえば少し長めのくちばしだけ

です。以下ヒナの成長記録をふ化後日数をおって警

いていきたいと思います。

生後20日目のヒナ

1日目・ふ化確認、鳴声は大きく巣の外まで聞こえ

る。エサとしてマウス、馬肉（小さく刻ん

だもの）、コオロギ、ミールワーム、 ドジョ

ウを与えたがコオロギを主に食べる。給餌

方法は両親が直接ヒナのところに運んで行

き食べさせる。給自耳目寺以外は親に抱かれて

いる。

3日目．コオロギのf也にドジョウ（ 4～ 5cm）も食

べ始める。

8日目 ・マウスを食べ始める。

10日目 ・）J旬のあたりに羽がIf，始める。 目はまだ閉じ

ている。足もしっかりしてきた。

14日目・くちばしもしっかりしてきた。上下とも黒

色。

15日目．全身に羽が出始める。色は少し黒っぽいが

親とほぼ同じ。ペリ y トを確認。

20日白 ．目が聞いている。 まだ干見カはあまりよくな

い様子。 くちばしが短いが体つきは親と よ

く｛以てきた。

30日目 ：動作も機敏。マウス 6～ 7頭は食べる。

32日目 ・食欲がおちる。マウス 2頭を食べる。

33日目：巣立ち。エサはまだ親にもら っている。 ま

だ上手に飛べない禄子。

37日目・親と閉じように鳴く 。

56日目 ・自分でエサを食べている。

生後34日目のヒナとメス（左）

§ おわりに

今回、偶然のように多数飼育からペアー飼育とな

り結果として繁殖に成功しました。

自然ふ化に｛史われた巣箱はケージの奥にあり植栽

等により多少隠れてはいますが、飼育通路からは巣

の中までよく見えます。 また、巣のすぐ裏は作業場

となっており騒音もすごく決して良い環境だったと

は思われませんが、ワライカワセミのようにテリト

リーをもっ鳥にとってはペア闘育という事が何よ

りも繁殖に必要な婆索なのではないでしょうか。

ヒナの成長後、この親子関係がどのようになって

いくのか大変興味深い所です。 これからも観察を続

けまた皆さんに報告したいと思います。

（飼育課：早川篤）
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第 6次動物交流について
9月9目、上海市大阪市友好都市第 6次動物交

流のため、大阪空港午前11時発JK793f更にて上海に

出発いたしました。晴天に恵まれ上海空港に着いた

のが午後 1fl寺。速い国と思っていた中国にわずか 2

H寺間ばかりで到着しました。

空港では、上海動物閣の張副｜認長、上海市悶林局

隆副主任等6名の方の出迎えをうけました。 まず；最

初に贈呈する動物、アカゴンゴウインコ、キンカジ

ュー、セスジスカンクが無事であるかを確認してい

ただき、ほっとしました。

宿舎まではマイクロパスで送っていただいたので

すが、最近上海市を訪れる外人客が多く、市内にホ

テルを準備するつもりであったのが満員で、佐保で

きなかったため、宿舎は動物園の近くでした。空港

から動物悶前にかけでの道路は上下水道、歩道等の

工事中で、多くの人達が働いていました。

上海市国林局隆副主任から今後の日程について簡

単な説明があり、今夜上海市内でパン ダ曲技団の催

物を見学する予定でしたが、大阪市経済交流訪中団

長新井貞一氏の招宴に動物交流班も出席しなければ

ならないことになり予定を変更し、市内見学するこ

とになりました。黄浦公闇並びに市の中心街をマイ

クロパスで児学しましたが、人と自1伝阜の多いのに

は講をきました。道の全でが日本での歩行者天国とい

う状態です。私達を乗せたマイクロパスはクラクシ

ョンを鳴らしながら、 市内を走りました。

午後 6時から市内の錦江飯店にで行われた大阪市

経済交流訪中団長の招宴に出席しました。会場で西

尾大阪市助役にお会いし、本日第6次動物交流班は

無事3穂の動物を上海市にお‘届けすることができた

ことを報告するとともに、大阪市経済局石川貿易観

光課長にこれからの動物交流班の日程を連絡しまし

た。招宴終了後、宿舎に帰ったのは午後 8時を過ぎ

ていました。荷解きをし明日からの技術交流資料の

整理、

贈呈式

の挨拶

等を考

えなカf

ら床に

した。 顧文儀上海動物園長の慨要説明

翌朝、上海動物園を表敬訪問し、願文｛義国長から

今回の動物交流が中国側I］の理由により、 7月の予定

が9月に延Jt月になり誠に申 しわけなかった、と ご挨

妙がありました。そして上海動物園の概要について

説明をうけ張副図長の案内により閣内を見学しまし

た。

動物図の敷地は普ゴルフ場であ ったといわれるだ

なきごえ22(11).1986

けあっ

て、芝

生や樹

1木も多

く平坦J

な事文士也

内には

J也もあ

り、変

化があ

建設中の小獣舎見学 ります。

72ヘクタ ールの面積内に動物を系統分類学的に展示

していました。コウノトリ合、パンダ舎、鐙設中の

小以舎、人工H甫育展示館を主として見学し、午後か

ら技rif.r
T<.'oi<h、
』、οIL:zc< 

3義をff
p まし

た。上

海動物 z

園f!lllか 市E』ー

ら5長日lj

園長、

獣医師 ？？

等 6名 人工晴育展示館

が出席され、先ず大阪市から今回の交流で、贈呈した

アカコンゴウインコ、キンカジュー、 セスジスカン

クの飼育方法について説明しました。上海動物園で

は、アカコンゴウインコについては昔飼育した経験

カずあるカヘキンカジュー、セスジスカンクは宇刀めて

であるとのことでした。セスジスカンクについては

臭い袋の除去手術についての質問があり、 手術方法

については、持参していた資料を配布し説明しまし

た則一

いるコウノトリの飼育方法について質問したと ころ、

繁舶に重要なことは羽数ではなく良い｛団体を選ぶこ

とが非常に重要であり、繁殖にはコウノ卜リ舎はあ

まり大きくなくてよく、特に冬Jt月に北風をさけるた

め北西側に風よけの壁を作り、南東側はオープンに
園田Fー『－ ~－ －宮町 し、風通し

日照をよく

すること、

巣台は高い

司ところ’ひな

くfg;いとこ

ろでよい、

繁殖センタ

ーでは地面

に巣材を集

め産卵して
妓術交流

当園の新設されたヒヒハウス、モンキーハウス説明 いる、産卵

した場合は人工ふ化の方法がよい、ふ化させるには

摂氏37℃、温度60%で、ふ化後ヒナに与えるエサは

- 8 -

なきごえ22(11).1986

生玉子、ミルク、バナナ、魚、 ミルワ ームをすり

つぶし、うら ζ しにし、 30℃以上にあたためたもの

を注射誌で与えることが重要で、あるとのことでした。

次に、来年いただくアジアゴールデンキャットを

展示するため当閣では新しい小獄舎建設を現在検討

中ですが、この設計図案を差し上げ、 上海部j物園で

も建設中の小猷舎の参考にされては、と説明しました。

次いで、 上海動物園似I］から本年新しいサル舎を新

設されたそうだが、詳細について教えていただきた

いとのことでしたので、持参したサル舎の写真並び

にパンフレ y トを配布し、施設、設備、管理方法草

びに第 5次動物交流でいただいたフランソワルトン

もここに展示され、繁殖もし、大阪市民から非常に

喜こばれていることを説明しました。

そして、上海副j物図側から繁殖した動物の人工附

育の様子を子供達に見せ、教育面にも力をいれたい、

と新設した展示館について説明がありました。

技fi符

交流に

お互い

に熱中

してい

たため

予定時

間をオ

ノf← ー

し繁殖 非公開の繁殖センタ一見学

センタ に若いたのは午後4時 を回っていました。

非公開の場所でもあり是非見学したいと希望してい

ただけに、まづコ ウノトリ舎の説明を所長からうけ

ました。高さ約8m、直径約lOmの円型ドームのケ

ージ内でコウノトリが繁殖していました。巣も地面

に作られており、内部には植栽も多く、池もありコ

ウノ トリ がケージ内を飛べる状態ではありません。

北風を防ぐため北西側には壁を南東側はオープンに

し風通し日照を考えています。また市街地から離れた

静かな環境が繁殖にも大いに影響しでいるよ うでした。

キンシコウは3頭

いましたが、私がコ

ウベグリーンエキス

ポで見たのよりず

っと大きく、厳の立

派な姿には鴛きま

した。現在、アメリ

カに2頭貸し出して

いるとのことでした。

ヨウスコウワニは

自然の池をうまく

利用 し、自然繁殖

に成功していまし

た。また、ゴール

繁殖センターのコウノトリ デンタ ーキンの繁

殖は世界ーと いうだけあ って10数頭が飼育されてお

り、今後も繁殖を続けることと思われます。

動物園から約 2km離れた静かな環境のところに面

積 4ヘクタールの繁殖セ ンターをもち、中国の一級

保護動物の繁殖を手がけているのを見学し、当固で

も将来是非こういった施設が必要になるであろうと

痛感し

た次第

です。

9月

11日の

午前9

H寺から

上海動

物闘に

おいて；
動物贈呈式

淡家上 淡家上海市人民代表大会常務委員会副主任とテープカット

海人民代表大会常務委員会副主任、孫上海市外事弁

公室副主任、呉上海市園林管理局長、 加藤上海日本

領事館副領事等の出席のもとに動物贈呈式が挙行さ

れました。司会は上海動物園張副悶長で、席上、上

海市側を代表して呉国林管理局長から大阪市に対し

てご挨拶があり、大阪市制I］から第6次動物交流班を

代表して私がご挨拶した後、子供達から動物交流班

に花束の贈呈がありました。

ひきつづき、淡家上海市人民代表大会常務委員会

- . 副主任

南京動物園
2頭のキリンが向いあったキリン舎

とテ

フ。カッ

トを行

い、贈

呈動物

の一般

公聞が

行われ

ました。

当日、

新聞、テレビ等報道関係者の取材もあり、この贈呈

式の模械は夜のテレビニュースでも欣映されました。

私達一行は、その後、南京動物園、北京動物園で

見学並びに技術交流を行ない、 9月18日無事帰国い

たしましたが、今回の訪中を通して数多くの中国の

先生方とお会いする機会を得たことがなによりの糧

となり将来に役立つことと思います。上海、南京、

北京の各都市の動物園を見学し感じましたことは、

各図が、動物園の役割である 4つの場、市民の憩い

の場、教育の場、研究の場、自然保護の場になるよ

う力を入れていることでありました。

また、第6次動物交流を通して、 大阪市と上海市

が友好都市と して強い紳で結ばれていることも痛感

した次第であります。

終りに今回の出張にあたり、いろいろお世話下 さ

いました方々に心からお礼を申し上げます。

（飼育謀長 ・伊藤重朗）
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キーパーズアイ⑩ l

安 警察 犬も顔負け f

ある日の午後、いつものとおり人工晴育で育てた

チュウゴクオオカミの「美美」と圏内を散歩してい

ました。 ゴリラ舎の前まで来ると急に無理矢理私を

引張り、植え込みの中に飛び込んで行きました。植

え込みから出てきた 「美美」の口には、しっかりと

赤いブラシがく わえられていま した。

1可とこの赤いブラシは毎日「美美」のブラッ シン

グのために愛用していたものでした。 3週間ぐら い

前に紛失し困っていたのです。長い間愛用 しており、

「美美」自身の匂いがしみついていたのでしょうか。

それともこの赤いブラシが忘れられなかったのでし

ょうか。それにしてもオ オカミのR臭覚の鋭さ には鴛

くばかり。 瞥察犬、 顔負けの「美美」の活蹴でした。

（飼育課 ：丸本 守）

なきごえ22(11).1986

（イラスト ：山下奉之）

瞬時曜時蜘剛健岡崎時。輔恒輔時相・－句碑白掃崎岨崎製同紙匂岬崎柏＠組欄柏崎。鴫S嶋酬岡崎。相。柏e楠＠相側晦蜘掃梶岡崎曜時岨匂凶崎＜＂両嶋崎時制 句刑判同蜘岬供岬崎ぽ崎頃崎嘱同唖均時。

古 ブ タオ ザルの潜水

（イラス ト・ 薮野幸司）

今、モンキーハウスの予備室で飼われているプタ

オザルのオスは以前堺市で保護され、新聞を賑わし

たサルです。当園に預けられ、同種のメス 3頭と同

居させたのですがうまくいかず、 一頭で飼うことに

なりました。そこでサマースクールなどで役立つよ

うに調教し、人間に慣れさせることにしました。人に

｛貸れたことによりいたずらをしたり、なんでも食べ

たりして図 ったこともあり ました。

そのサルが夏の暑い時に体を洗うため、 90€ は入

るプラスチックの大きな容器に水を張り、遊ばせてい

ると、急、に潜水し、泳ぎ始めたのです。サルが潜水

してt永ぐなんて聞いたことがなかったので、ピック

リしましたが、おもしろいので暇があれば水を張っ

てやると 、喜んで、飛び込み、潜ぐってはコイ ンを口

にくわえてひろってくるようにまでな りました。今

後も練習をつんで立派な潜水夫になって来年の夏に

は皆の前で潜ぐって見せてくれる ことでしょう。

“乞うご期待”

（飼育課 ・原田勉）
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動物園ニュース

言十

458点

653点

61点

36自 321額 1172点
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~きごえ22(1 1 ) . 1986 

した。“リ ッキー” にとっては昨年に続いて 2度目の

お役目でした。ボイラーに点火された瞬間の大きな

音に驚n.圃－＝－・・・・・ I ...i・h
き、飼．．．．．．．．．．．．． 』 r-、 I I－・司E

育姐当圃圃・・・・・・・・・・・凪可愛－.1
者にし沼町a S:--1 

がみつ

いた“リ

、ノキ一一一一－ ¥' 

でした・E置1
が、無：：：：－--

事l二点 l；~・回
火の大役をはたしました。

この白から、寒さに弱いワニやへピなどのは虫類、

ゴリラやチンパンジーなどの類人猿、カパなどの暖

房が順次開始されます。来年 5月中旬までの暖房に

重油約170キロリットルが必要です。

§ 新しいポスターができましたゲ

秋の動物園まつり 用と して、 新しいポスターがで

きました。今回のポスターは今までとは趣の異った

イラストのポスターです。モデルは今年4月27日に

生まれたオラン ウ

ータンのオスの赤

ちゃんで、イラス

トはオース トラリ

アのメルボルン動

物園のポスターを

手がけてこられた

デ河ピyト・ヒギン

ズ氏によるもので

す。 B2版のポス

ターに大きく描か

れた細密なイラス

トは、実物を思わ

，大阪市天王寺動物園 ーでlせるほどすばらし

一一晶『－... －－~函 I ＜、地下鉄や国鉄

の駅に張られていますが、只今人気上昇中です。

⑨お知らせ

動物のお話とスライドの会

11月16日（日） サルの飼育と人工晴育の話

12月 7日（日） 動物閣の一年あれこれ

1月18臼（日）干支にち なむウサギのお話

時間 ：午後 1時～ 2時

方守 : ~t園レクチヤールーム

＊休園田のお知らせ＊

動物闘の休閑日は毎月第3月脇田です。12月までの休 ・

図日は下記の通りです。

11月17日（月）、 12月15日（月）、

年末年始は、12月29日（月ト1月1目｛ホ）まで休聞いたしま寸 。－

llfJ園時間は、 9時30分から 5時までで、 4時に切符売

止めになります。



ショッピングから海外旅行まで、

1枚のカードでワイドにご利用いただけますL
近鉄がDCおよびVISAと提携した便利な新カード。
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たのししいのりもの、が待っています。
1人1回

100円
(1才ま で無料）

団体割引

(30人以上）
...... 1割ヲl

久竹娯楽株式会社
TEL (06)541-3112 

O圏内3ヵ所（南国入口横、北国ステージ横、北園高架下）に各種とのりものとがあります。

いま、フィルムは
頭脳をもった。

品種目寺代を I)- , 21~問。文臓
移！予ン一一～＼〈人 :::: ：~~~：二：：：：
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,R 天主考動開 k ¥ 

1 ガ~~~：~r:r~l ~ (1；；品U圏内各売店に ニJ
大阪市天王寺動物園協会 l一一－ーーーーー

．貨出品目／ビデオ「動物園へ行こう」
＠巻・20分 （10本常備）

．対 象／保育園、幼稚園、小学校の先生

・貸出期間ハ0日間

．貸出 料／無料（但し、郵送料450円は必要）

・申込先／当協会まで、電話かハガキで

お申し込み下さい。

〒543／大阪市天王寺区茶臼山町6-74ft(06)771-0201 



動物文学会主宰 平岩米吉著
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猫に関する古今東西 の科 学 と文献を 網羅 し， しかも平易な文章で縦っ

た猫の宝典。著者の三十余年にわたる収 集 研 鎖 の 成 果 ， こ こ に 結実。

食学術書であ りながら，推理もののように愉しく読める錨の本

会架空の伝説は別に，描の珍しい実話400余を11又紋

・・・・Eヨ・阻匝唱・・三・・百回・・・
第一章猫の歴史 第二章猫股伝説

欧州は古代エジプ卜，日本は宇多天皇か句近世まで 老？i'i'i化けてさまざまな怪災企なす

第三章猶の報恩談 第四章野性猫の存在

蛇をII交んだり．金をj!jiんだりする ！｝~ H本の山猫. i¥ilW；の山仙．世普段，句の猫の波米など

第五章猫の奇話（上） 第六章猫の奇話（中）

長命，多1主． 三毛flliなどの形態の奇話 長~~ ／lilf'の•hil家記録や鼠を育てるなど不思議な行動
第七章猫の奇話（下） 第八章益獣としての猫

マタタピを航~＃（とする奇妙な習性な E あ句ゆる角度か c,?i'liの生態 t効liH•探究

発行動物文学会 干~52／点肘II目黒区，，，，，Jが日一 12-2 発 売
•Ii: ;,1(03)717-1659 振岱点京5-9800

点京都新宿区弁天町43砕1也
振~·東京4-165425（柑池田書店

全国動物園水族館御用達

・医学実験用動物

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・原色世界維類図鑑（34種1枚もの）要郵便券250円

有限会社 =±: 
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商 ~ 
z三
電話（078)221-8195附本社神戸市中央区中山手通3丁目11番4号

飼育場兵庫県小野市来住町15 1 3番地

たのししい動物のお話ミは、
ガイドマシン（動物説明機）で、どうぞゲ

圏内、主要動物会
30数カ所にあります

関西特機株式会社

電話 06-762-2333

1回 20円

動物圏内での

お食事、ご休憩は

乃

大阪市天王寺動物園内

中央売店

天王寺動物園内

J 

商園売店
代表者 松奇良子

大阪市天王寺区茶臼山町6-74
電話（06) 7 7 1 -7 1 1 0番

圏内でのお写真は・・－

動物園協会指定写真部ヘご用命下さい－~＇

カラー写真キャビネ1枚 500円
撮影無料にでキャビネl枚をサーピスさせて戴きます。

版影予約も受付・しておりますのでご連絡下さしミ。

。随時係員が待機して

おりますのでご説明

lこ伺いましたF奈は、
よろしくお願い致し

ます。

国際航空写真株式会社

T E L 06-856-7444 



新鮮です、さわやかてーするフJレーツがスョた、おしゃれなヨーク〉レト。

自然の

おいしさ

寧雪印ヨタ益~II
・ブルーペリー・キウイフルーツ・ストロペリー・オレンジ・カクテル

WE SUPPORT WILDLIFE! 
天王 .＇f'~リJ物困ui会のツE己j’！＇；（こ

護ffiJJ物ぬL、（＂るみコ一ナ一、 t新i没されました。

この~：n 、ぐるみの売上げの一部はWWFJ

（世界肝生生物基金日本委員会）に寄付さ

れます下すばらしい野生動物を私たちの手で

大切に守りましょう。

お申込み、お間合わせは一一一

社団法人 大阪市天王寺動物園協会
（天王寺動物園内>TEし(06)77ト即日1

株式会社 ファミリア商事部
TEし(078)32ト0345

・お電話でのお申込みは動物園協会まで。

なお、郵送の場合は実質を負担していただきます。

•WWFCWORLD WILDLIFE FUND）とは？
世界野生生物基金。世界中の危機に瀕している動物たちと、その

自然環療を保議するための織関です。

なきごえ II（｛利61年llfllOI1発行（毎月 1I日110日発行）笥22｛き 第lH} (;ff!巻255}})
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